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開 発 の 趣

旨 ・ 目 的 

我が国において大地震によるライフラインの被害は多発しており、管路の耐震化は地

震国日本における重要な課題と言える。ポリエチレン管は ISO に規格化されており、

一般に「とう性管」と呼ばれ、地震による地盤変状によく追従できるという性能を有

し、主にヨーロッパやアメリカ等で耐震管路材料として幅広い用途に使用されており、

近年、我が国においても市場導入さている。耐食性に優れたポリエチレンを材料とし

た一体化管路を実現することにより、低コストかつ耐震管路として安全性の高い管路

を提供する。 

技 術 の 

概 要 

1．管材料をポリエチレンと補強材で融合した高剛性ポリエチレンとすることで管路の

軽量化・高強度化を実現した。 

2．接合方式はＥＦ(電気)融着とし、管路の一体化を図ることで、パイプラインとして

の水密性、耐震性が向上する。 

3．材料は耐食性に優れるため、塗装不要であり、メンテナンス費用の低減が可能であ

る。 

4．軽量かつ柔軟性に優れることから軟弱地盤上の配管に有効である。 

5．直管を生曲げ配管することが可能であり，使用する曲管数を削減できる。 

6．2 および 5 よりスラストブロック等の離脱防止工が不要となり、施工経済性が向上

する。 

適 用 範 囲

( 条 件 ) 

1．口径：φ300～1100 

2．長さ：5～10ｍ 

3．設計内圧：0.5～1.5MPa 

4．管厚：設計内外圧より算出 

5．直管生曲げ半径：最小半径＝128×外径（ｍ） 

6．継手接合方式：EF（電気）融着方式 

特 徴 
(メリット・デ

メ リ ッ ト ) 

1．耐震性：継手部はＥＦ融着接合による一体管路構造。水密性・耐震性が向上する。

2．耐候性：紫外線に対して、劣化が少ない。露出配管が可能。 

3．流量特性：粗度係数ｎ＝0.010、管径の最小設計可能。 

4．耐摩耗性：摩耗に強く、長期使用可能。 

5．耐衝撃性：低温環境を含め、割れにくい。  

6．耐薬品性：酸・アルカリ含め侵されにくい。錆びない。メンテナンス費用軽減。 

7．施工性：軽量（鋼管の 1／3）により、運搬、重機低減。狭地作業可能。 

8．柔軟性：直管の生曲げ配管が可能で、曲管数の低減可能。 



説 明 図 

構 造 図 

① 直管の生曲げ配管例               ② EF 融着概念図 

 
③ EF（電気）融着状況 
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発 表 文 献  

農業農村整備事業における施工実績(最新１０件まで) 

事業名 事業主体(農政局、 

都道府県名等) 

工事名 施工年度 備考 

ため池等整備事業 北海道 空知振興局 岩幌中地区 岩見沢南支

線用水路 

平成24年度 φ９００ 

 

農業農村整備事業以外の施工実績(最新１０件まで) 

発注者 施工年度 工事名 

日本工営㈱ 平成 24 年度 曽木の滝 小水力発電施設 

飯塚市 平成 24 年度 西菰田ポンプ場圧送管改修工事 

  


